
宝永地震（1707）による
仁淀川左岸の崩壊と
天然ダムの湛水域

井上・桜井（2009）

越知町

仁淀川
↓

坂折川→

仁淀川→

↑
柳瀬川

舞ヶ鼻
舞ヶ鼻
横畠東
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八ヶ岳大月川岩屑なだれ （井上公夫ら）

一般に考えるより高い頻度で、大規模土砂移動
は、発生する。

地震－大規模崩壊－天然ダム－天然ダム決壊－
下流土砂災害

東海,東南海,南海地震が発生すると、本州中央部
の山地崩壊の可能性がある。

887年 南海－東海地震で発生
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伊賀上野地震 嘉永七年六月十五日(1854.7.9)

笠置山で岩盤崩壊による
天然ダム形成
地震により、笠置寺廃寺

上野盆地陥没により、新
湖が形成され浸水被害

木津川断層沿いの集落で
は、落石や家屋倒壊によ
り死者多数発生

砂防フロンティア整備推進機構 井上公夫氏作成
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1854年伊賀上野地震の集落毎の死者数の分布
中村操・都司嘉宣（2005）：安政伊賀上野地震（1854）による三重県内の集落別詳細被害・事象分布，歴史地震20号

砂防フロンティア整備推進機構 井上公夫氏作成
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琵琶湖西岸地震(1662年)と町居崩れ

今村隆正・井上公夫・西山昭仁：琵琶湖西岸地震(1662 年)と町居崩れによる天然ダムの形成と決壊．歴史地震 第18号
（2002）

1999年撮影

「町居崩れ」位置図(震央は宇佐美,1996 による)

崩壊土砂の直撃により，約560 人が犠牲
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